
氏名 永井　一彰

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・古典論演習Ⅱ
・研究演習（三）

授業科目

・国文学史Ⅱ・Ⅳ
・言語文学（三）
・演習Ⅰ（五）
・上方文学論
・演習Ⅱ（四）
・本と出版・実習

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

大谷大学大学院文学研究科博士後期課程仏教文化専攻　満期退学

博士（文学）

最終学歴

日本近世文学会・俳文学会

近世期の俳諧、近世出版機構

授業では、和本・板木などの生の資料を使用し、また歌舞伎・文楽公演に引率するなど、近世の
雰囲気が学生に直接伝わるように心掛けている。

「板木・板本をめぐる研究集会」（於立命館大学アートリサーチセンター、2012年2月4日）におい
て、「板木は語る」と題して講演。ＮＨＫ「歴史秘話ヒストリア」膝栗毛特集（2012年7月25日放映）の
取材に協力。また、一九書簡発見者として出演。

近世国文学

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

・江戸文学論

学部担当科目

【研究上の特記事項】
俳諧研究では、短冊・点帖などの真蹟類を、出版研究では板木・文書など現場に近い資料をベー
スに研究を進めるようにしている。

【学内活動】
（学内職歴を含む）

国文学科企画委員・博物館委員

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】



単著

④

②

⑤

①

③

④

⑤

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

①俳書の板木

②

②

③

④

（学会発表）

本来同人誌的な性格を持つ近世期の
俳書の板木は商業ベースにのらないた
め、刊行後はすぐに再利用に供されて
残りにくい。が、元禄期から幕末期まで
人気が続いた園芸書「花段綱目」の板
木として、特殊な形態で再利用された
ため、原姿を辛うじてとどめたという稀有
な例を紹介した。
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概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称
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